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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウムイオン二次電池等の蓄電デバイスの複数の蓄電パックと、外部の負荷に対して
供給される電力を制御する制御ユニットとを備えた電力貯蔵装置であって、
　前後の端壁、内面に据え付け壁面が設けられた左右の側壁、天壁および底壁を有し、前
記蓄電パックと前記制御ユニットとが配置される電源室が形成されたコンテナと、
　天板と底板とこれらの間に前記蓄電パックを収容する複数の棚部材とを有し、前記電源
室の一方の据え付け壁面に押し当てて配置され、前記電源室の幅方向中央部に作業スペー
スを形成する複数の蓄電ラックと、
　前面に開口部が設けられるとともに通気孔が形成され、それぞれの前記蓄電ラックの上
面に設けられるファンケースと、
　前記ファンケースの前面から前記ファンケース内に着脱自在に装着され、前記蓄電ラッ
ク内に前記蓄電ラックの正面側から流入して前記天板から流出する冷却風を生成する天井
ファンと、
　前記ファンケースの前面に着脱自在に装着され、前記ファンケースの前面を覆う前面カ
バーと、を有し、
　前記天井ファンを前記蓄電ラックの上面前方から着脱するようにした、電力貯蔵装置。
【請求項２】
　請求項１記載の電力貯蔵装置において、前記蓄電ラックにマウンティングプレートを前
記蓄電ラックの前面から着脱自在に装着し、前記蓄電パックと前記制御ユニットとを電気
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的に接続する状態と遮断する状態とに切り換えるブレーカーを前記マウンティングプレー
トに設け、前記ブレーカーを前記マウンティングプレートとともに前記蓄電ラックの前面
側から着脱するようにした、電力貯蔵装置。
【請求項３】
　請求項２記載の電力貯蔵装置において、前記マウンティングプレートを前記蓄電ラック
の下端部に設けた、電力貯蔵装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の電力貯蔵装置において、前記蓄電ラックを前記電
源室の基盤に固定する締結部材の取付孔を、前記蓄電ラックの底板の正面側に設けた、電
力貯蔵装置。
【請求項５】
　請求項４記載の電力貯蔵装置において、前記据え付け壁面に沿って前記蓄電ラックの前
面側と前記蓄電ラックの前後方向の中央寄りとに対応させて支持脚部材を前記電源室の基
盤面に固定し、前記蓄電ラックを前記支持脚部材に前記締結部材により締結した、電力貯
蔵装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の電力貯蔵装置において、前記コンテナの側壁の外
面に屋外分電盤を設け、当該屋外分電盤に外部の電気的負荷に電力を出力する給電ケーブ
ルを接続した、電力貯蔵装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リチウムイオン電池等の蓄電デバイスの蓄電パックを多数収容する蓄電ラッ
クを有する電力貯蔵装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　工場やオフィスビルには、使用電力がピークとなるときに電力をバックアップし、使用
電力が少ないときにはリチウムイオン二次電池やリチウムイオンキャパシタ等からなる蓄
電デバイスに充電するようにした電力貯蔵装置が設けられている。工場やオフィスビルに
おける電力をバックアップする場合には、通常では、電力貯蔵装置は工場等の建屋に設け
られた電源室内に配置される。電力貯蔵装置が搭載されたコンテナを工場の建屋に隣接し
て配置しておくと、同様に工場の生産設備における電力使用のピーク時に電力をバックア
ップすることができる。
【０００３】
　電力貯蔵装置をコンテナに搭載するようにしたコンテナ搭載型の電力貯蔵装置は、トレ
ーラによりコンテナを陸上輸送したり、船舶により海上輸送したりすることができ、停電
発生時に電力負荷に対して電力をバックアップすることができる。特許文献１の図５には
、海上コンテナに設けるようにした電力貯蔵システムが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２３９４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　電力貯蔵装置をコンテナに搭載するようにした場合も含めて、電力貯蔵装置は多数の蓄
電デバイスの蓄電パックが収容された蓄電ユニットつまり蓄電ラックを有している。蓄電
ユニットは限られたスペースの電源室に配置されるのが通常であり、しかも、電源室には
複数台の蓄熱ユニットが設置される。蓄電デバイスとしてのリチウムイオン電池やリチウ
ムイオンキャパシタは、充放電時に発熱するので、多数の蓄電パックを収容する蓄電ユニ
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ットには、内部に冷却風を流すために冷却ファンが設けられている。冷却ファンは、定期
的なメンテナンス時に、蓄電ユニットから取り外す必要がある。しかしながら、限られた
電源室のスペースに蓄電ユニットを設置すると、蓄電ユニットの周囲には充分な作業空間
を確保することができないので、蓄電ユニットに設けられた冷却ファンを取り外したり、
取り付けたりする作業は狭い作業空間で行う必要があり、作業性が悪いという問題がある
。
【０００６】
　蓄電ユニットは、耐震性を高めるために電源室の基盤面に締結されている。また、蓄電
ユニットには、他の制御ユニットに電気的接続を行うために、通電ケーブルが接続されて
おり、通電ケーブルと他の制御ユニットとを電気的に接続する状態と、接続を遮断する状
態とに切り換えるために、ブレーカーが蓄電ユニットに設けられている。しかしながら、
蓄電ユニットは、電源室を形成する壁面に押し当てて設置されるので、蓄電ユニットの背
面側から締結部材による蓄電ユニットの締結作業や蓄電ユニットの取り外し作業の作業性
が悪い。しかも、ブレーカーが蓄電ユニットの背面側に配置されていると、ブレーカーの
メンテナンス作業が困難となる。ブレーカーを蓄電ユニットの前面側に配置すると、蓄電
ユニットの前面側にはケーブルの束が這い回されており、ブレーカーとケーブルとが干渉
し合うことになり、メンテナンス時のブレーカーの着脱の作業性が悪くなる。
【０００７】
　本発明の目的は電力貯蔵装置のメンテナンスの作業性を向上することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施の形態の電力貯蔵装置は、リチウムイオン二次電池等の蓄電デバイスの複数の蓄
電パックと、外部の負荷に対して供給される電力を制御する制御ユニットとを備えた電力
貯蔵装置であって、前後の端壁、内面に据え付け壁面が設けられた左右の側壁、天壁およ
び底壁を有し、前記蓄電パックと前記制御ユニットとが配置される電源室が形成されたコ
ンテナと、天板と底板とこれらの間に前記蓄電パックを収容する複数の棚部材とを有し、
前記電源室の一方の据え付け壁面に押し当てて配置され、前記電源室の幅方向中央部に作
業スペースを形成する複数の蓄電ラックと、前面に開口部が設けられるとともに通気孔が
形成され、それぞれの前記蓄電ラックの上面に設けられるファンケースと、前記ファンケ
ースの前面から前記ファンケース内に着脱自在に装着され、前記蓄電ラック内に前記蓄電
ラックの正面側から流入して前記天板から流出する冷却風を生成する天井ファンと、前記
ファンケースの前面に着脱自在に装着され、前記ファンケースの前面を覆う前面カバーと
、を有し、前記天井ファンを前記蓄電ラックの上面前方から着脱する。
【発明の効果】
【０００９】
　この電力貯蔵装置は、蓄電ラックの内部に冷却風を生成するための天井ファンが蓄電ラ
ックの天板に設けられており、天井ファンは蓄電ラックの上面前方から着脱されるので、
天井ファンのメンテナンス作業時に蓄電ラックの前面側から天井ファンを取り出したり、
装着したりすることができ、天井ファンのメンテナンス作業を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】電力貯蔵装置が搭載されたコンテナの外観を示す斜視図である。
【図２】（Ａ）は図１の正面図であり、（Ｂ）は図２（Ａ）の右側面図である。
【図３】電源室を示すコンテナの一部切欠き斜視図である。
【図４】天壁を取り除いた状態におけるコンテナを示す平面図である。
【図５】コンテナの底壁に取り付けられる支持脚部材としての鋼材の配置状態を示す平面
図である。
【図６】（Ａ）は蓄電ユニットを示す正面図であり、（Ｂ）は図６（Ａ）の右側面図であ
り、（Ｃ）は蓄電ユニットの底板を示す平面図である。
【図７】（Ａ）は蓄電ユニットの内部の蓄電ラックを示す正面図であり、（Ｂ）は図７（
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Ａ）の右側面図である。
【図８】蓄電ラックの天板に設けられた冷却機を示す分解斜視図である。
【図９】蓄電ラックに設けられるブレーカーを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。図１～図５は、電力貯蔵
装置が搭載されるコンテナ１０を示す。コンテナ１０は、底壁１１と左右の側壁１２，１
３と前後の端壁１４，１５と天壁１６とを有し、内部に電源室１７が形成される。前後の
端壁１４，１５は、開閉自在の開閉扉により形成されており、これらの開閉扉を開放した
状態のもとで、電源室１７内に蓄電デバイス等の電力貯蔵装置を構成する機器が搭載され
る。コンテナ１０は、トレーラに搭載されてトレーラを牽引するトラクターにより電源を
必要とする場所に搬送される。例えば、工場の建屋に隣接して電力貯蔵装置を設置する場
合には、工場の生産棟の近くにコンテナが搬送され、製造設備の電気的負荷に対して電力
供給を行うことができる。
【００１２】
　図３および図４に示されるように、電源室１７内には、一方の側壁１３の内面つまり据
え付け壁面１３ａに押し当てて、３台の蓄電ユニット２１～２３が一列となって配置され
る。さらに、これらの蓄電ユニット２１～２３に同列となって、それぞれ制御ユニットと
して、主回路ユニット２４，インバータユニット２５および監視ユニット２６がそれぞれ
据え付け壁面１３ａに押し当てて電源室１７に配置されている。他方の側壁１２の内面つ
まり据え付け壁面１２ａに押し当てて、受電ユニット２７が監視ユニット２６に対向して
電源室１７に配置され、一方の端壁１４側には、２台の蓄電制御ユニット２８，２９が電
源室１７に配置されている。蓄電ユニット２１～２３等の機器により電力貯蔵装置が構成
されており、これらの機器が電源室１７内に搭載された後には、端壁１４，１５を構成す
る開閉扉は閉じられる。
【００１３】
　蓄電ユニット２１には、リチウムイオンキャパシタを蓄電デバイスとする蓄電パックが
多数収容されており、蓄電ユニット２２，２３には、リチウムイオン二次電池を蓄電デバ
イスとする蓄電パックが多数収容されている。それぞれの蓄電デバイスは、コンテナ１０
の外部から供給される電力を充電する機能と、外部の電力負荷に対して電力を供給する機
能とを有している。コンテナ１０の側壁１２の外面には、屋外分電盤３０が設けられてお
り、この屋外分電盤３０には外部から電力を供給するための入力用の給電ケーブルと、外
部負荷に対して電力を供給するための出力用の給電ケーブルとが接続されている。
【００１４】
　外部から供給されたＡＣ電流は、蓄電制御ユニット２８によりＤＣ電流に変換されてリ
チウムイオンキャパシタを蓄電デバイスとする蓄電パックに給電されて蓄電デバイスが充
電される。この蓄電制御ユニット２８は、蓄電デバイスのＤＣ電流をＡＣ電流に変換する
機能を有している。一方、外部からのＡＣ電流は、蓄電制御ユニット２９によりＤＣ電流
に変換されてリチウムイオン二次電池を蓄電デバイスとする蓄電パックに給電されて蓄電
デバイスが充電される。この蓄電制御ユニット２９も蓄電デバイスからのＤＣ電流をＡＣ
電流に変換する機能を有している。監視ユニット２６は、それぞれのユニットの作動を監
視する機能と、停電時における各種機器を制御する機能を有している。
【００１５】
　電力貯蔵装置を構成する蓄電ユニット２１～２３等の機器が据え付けられると、電源室
１７の幅方向中央部分は、作業者の作業スペースとなる。電源室１７の作業環境を良好に
するために、側壁１３内面の両端部には空調機３１，３２が設けられており、それぞれの
空調機３１，３２の室外機３１ａ，３２ａがコンテナ１０の外部に取り付けられている。
電源室１７を換気するために、吸気用の換気扇３３，３４が側壁１２の両端部に設けられ
、排気用の換気扇３５，３６が側壁の中央部分に設けられている。天壁１６の内面には、
図４において二点鎖線で示すように、照明器具３８が設けられている。
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【００１６】
　図５に示されるように、側壁１３の据え付け壁面１３ａに沿って３本の支持脚部材４１
～４３が底壁１１の床面に取り付けられており、これらの支持脚部材４１～４３には、蓄
電ユニット２１～２３、およびこれらに連なって一列となって配置される各種制御ユニッ
トが固定される。支持脚部材４１は蓄電ユニット等のユニットの後端部側に対応しており
、支持脚部材４２は前端部側に対応している。支持脚部材４３は３台の蓄電ユニット２１
～２３の前後方向中央寄りに対応している。
【００１７】
　側壁１２の据え付け壁面１２ａに沿って２本の支持脚部材４４，４５が底壁１１の床面
つまり基盤面に取り付けられており、支持脚部材４４は受電ユニット２７の後側端部に対
応し、支持脚部材４５は受電ユニット２７の前端部側に対応している。さらに、底壁１１
の端壁１４側には、コンテナ１０の幅方向に延びて支持脚部材４６，４７が床面に取り付
けられており、支持脚部材４６は２台の蓄電制御ユニット２８，２９の後側端部に対応し
、支持脚部材４７は前側端部に対応している。それぞれの支持脚部材４１～４７は、横断
面がコの字形状のチャンネル鋼材により形成されている。
【００１８】
　図６は図３に示された蓄電ユニット２２を示し、図７は蓄電ユニット２２の内部の蓄電
ラック５１を示す。蓄電ラック５１は前後左右の支柱５２を有し、前面には図６に示され
るように、開閉扉５３が開閉自在に設けられている。蓄電ラック５１の上端部には天板５
４が設けられ、下端部には底板５５が設けられている。さらに、後側面と左右の側面には
カバー板５６が設けられており、図６（Ｂ）には蓄電ラック５１の右側面のカバー板５６
が示されている。蓄電ラック５１には上下方向に間隔を隔てて複数の棚部材５７が設けら
れており、それぞれの棚部材５７の上には、蓄電デバイスが組み込まれた蓄電パック５８
が収容される。それぞれの蓄電パック５８は、蓄電ラック５１の前後方向の寸法が上下左
右の寸法よりも長いほぼ直方体形状となっている。蓄電パック５８を構成する蓄電デバイ
スは、リチウムイオン二次電池により構成されており、充電機能と放電機能とを有してい
る。
【００１９】
　それぞれの蓄電パック５８は、充電時や放電時に熱を持つので、蓄電ラック５１内に冷
却風を生成するために、天板５４には排風機６０が設けられている。蓄電ラック５１内に
電源室１７内の空気を取り込むために、図６に示されるように、開閉扉５３の下端部に吸
気口６１が設けられ、上下方向中央部には吸気口６２が設けられており、吸気口６１は吸
気口６２よりも開口面積が大きく設定されている。なお、蓄電ラック５１の左右のカバー
板５６に吸気口を設けるようにしても良い。
【００２０】
　図８は排風機６０の分解斜視図であり、天板５４には２つの貫通孔６３が設けられてい
る。天板５４にはファンケース６４が設けられており、このファンケース６４は、後側ケ
ース片６４ａ、左側ケース片６４ｂ、右側ケース片６４ｃ、および上側ケース片６４ｄを
有し、前面に開口部６５が設けられている。ファンケース６４を構成する後側ケース片６
４ａ，左側ケース片６４ｂ，および右側ケース片６４ｃは、パンチングメタルにより形成
されており、多数の通気孔６６が設けられている。一方、上側ケース片６４ｄはメッシュ
状の金網により形成されており、多数の通気孔６６が設けられている。なお、ファンケー
ス６４を構成するそれぞれのケース片６４ａ～６４ｄとしては、通気孔６６を有する形態
であれば、全てのケース片を金網により形成するようにしても良く、パンチングメタルに
より形成するようにしても良い。
【００２１】
　図６および図７に示されるように、ファンケース６４の左右方向の寸法は、蓄電ラック
５１の左右方向の幅寸法よりも短く設定されている。ファンケース６４の前後方向の寸法
は蓄電ラック５１の前後方向の幅寸法よりも短く設定されるとともに、ファンケース６４
の背面は蓄電ラック５１の背面よりも前方側にずれている。したがって、蓄電ラック５１
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の背面が据え付け壁面１３ａに押し当てて配置されても、ファンケース６４の背面と据え
付け壁面１３ａとの間には、通気のスペースＳ1が形成される。一方、コンテナ１０の天
壁１６の内面にはアングル材が取り付けられており、電源室１７の機器収容スペースの高
さは、図６に示すようにアングル材を含めた天壁１６の内面１６ａまでの寸法となる。フ
ァンケース６４の上側ケース片６４ｄの上面つまりファンケース６４の上面と天壁１６の
内面１６ａとの間には通気のスペースＳ2が形成される。
【００２２】
　図８に示されるように、２つの貫通孔６３の間に位置させて、天板５４には前後方向に
延びるガイドレール６７が天板５４の上方に突出して設けられている。ファンケース６４
内には２台の天井ファン６８が着脱自在に装着されるようになっており、天井ファン６８
は二点鎖線で示すファン７１と、これが設けられた支持フレーム７２とを有し、支持フレ
ーム７２は絶縁部材により形成されている。天井ファン６８により蓄電ラック５１内には
吸気口６１，６２から流入し、ファンケース６４の通気孔６６から流出する冷却風の流れ
が生成され、蓄電パック５８は冷却される。
【００２３】
　それぞれの支持フレーム７２には図示しない位置決めピンが設けられ、位置決めピンに
対応して天板５４には図示しない位置決め孔が設けられている。ただし、支持フレーム７
２に位置決め孔を設け、天板５４に位置決めピンを設けるようにしても良い。ファンを取
り付けるための取付板としての支持フレーム７２は、絶縁部材により形成されているので
、天井ファン６８を蓄電ラック５１に対して絶縁することができる。
【００２４】
　天井ファン６８を蓄電ラック５１の天板５４の上面に装着するには、それぞれの天井フ
ァン６８の支持フレーム７２をガイドレール６７に沿って蓄電ラック５１の正面側から背
面側にスライドし、位置決めピンを位置決め孔に挿入する。これにより、天井ファン６８
はファンケース６４内に蓄電ラック５１の上面前方から装着される。ファンケース６４の
前面には、開口部６５を覆う前面カバー７３が着脱自在に装着されており、前面カバー７
３にも通気孔６６が設けられている。前面カバー７３はファンケース６４に対してねじ止
めされるようになっている。
【００２５】
　天井ファン６８のメンテナンスの際に、ファンケース６４内から天井ファン６８を取り
出すには、蓄電ユニット２２の前面において作業者が前面カバー７３を取り外し、天井フ
ァン６８をファンケース６４の前面から引き出して、ファンケース６４の開口部６５から
蓄電ユニット２２の上面前方に引き出すことになる。
【００２６】
　蓄電ラック５１は限られたスペースの電源室１７内に配置されており、作業者の作業空
間を確保するために、蓄電ラック５１は背面が据え付け壁面１３ａに押し当てるようにし
て配置され、蓄電ユニット２２の左右両側には、他の蓄電ユニット２１，２３が配置され
る。しかも、ファンケース６４と天壁１６との間のスペースＳ2も限られている。このた
め、蓄電ラック５１の背面側と左右側面と上方とには、天井ファン６８を着脱するスペー
スがない。しかしながら、上述のように、排風機６０の天井ファン６８を蓄電ユニット２
２の上面前方から取り外したり、装着したりするようにしたので、天井ファン６８の交換
作業やメンテナンス作業を容易に行うことができる。
【００２７】
　図７（Ａ）に示されるように、蓄電ラック５１の下端部には、蓄電ラック５１内に収容
された蓄電パック５８と制御ユニット等の他のユニットとを電気的に接続する状態と接続
を遮断する状態とに切り換えるためのブレーカー７４が着脱自在に装着されている。ブレ
ーカー７４は、図９に示されるように、マウンティングプレート７５に取り付けられてい
る。マウンティングプレート７５は、正面部７５ａとその左右端部から折り曲げられた左
右の側面部７５ｂ，７５ｃとを有している。ブレーカー７４は正面部７５ａに取り付けら
れ、ブレーカー７４には操作スイッチ７６が設けられている。左右の側面部７５ｂ，７５
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ｃの後端部にはフランジ７７が設けられ、それぞれのフランジ７７には取付孔７８が設け
られている。蓄電ラック５１には取付孔７８に対応させて、図７（Ｂ）に示されるように
、ねじ部材７９が取り付けられるようになっており、マウンティングプレート７５は、ね
じ部材７９を緩めることにより、ブレーカー７４をマウンティングプレート７５とともに
、蓄電ラック５１の正面側から取り外したり、装着したりすることができる。ブレーカー
７４についても、蓄電ラック５１の正面側から着脱することができるので、ブレーカー７
４の操作スイッチ７６の操作のみならず、その交換やメンテナンスを容易に行うことがで
きる。
【００２８】
　図６（Ｃ）は蓄電ラック５１の底板５５を示す平面図である。底板５５には配線を通過
させるための配線孔８１が底板５５の前面側に寄せて設けられている。このように、蓄電
ラック５１は配線孔８１を蓄電ラック５１の前面側に設けて前面配線型となっている。ブ
レーカー７４を蓄電ラック５１の正面側よりも内側に配置するようにすると、配線孔８１
を通る配線とブレーカーとが干渉することになる。これに対し、ブレーカー７４をマウン
ティングプレート７５に取り付けて、ブレーカー７４を蓄電ラック５１の前面側に位置さ
せるようにしている。これにより、マウンティングプレート７５とともに取り外したり、
取り付けるようにしたりすることにより、配線の束とブレーカー７４との干渉を避けるこ
とができるとともに、メンテナンスを容易に行うことができる。
【００２９】
　図６（Ｃ）に示されるように、底板５５の前面側には、図５に示された支持脚部材４２
にねじ止めされる図示しないねじ部材が取り付けられる取付孔８２が複数個設けられてい
る。さらに、底板５５にはその背面よりも前面側に寄せて複数の取付孔８３が設けられて
おり、それぞれの取付孔８３に取り付けられる図示しないねじ部材が、図５に示した支持
脚部材４３にねじ止めされるようになっている。それぞれのねじ部材は、蓄電ラック５１
を支持脚部材４２，４３に対して着脱自在に締結するための締結部材となっている。
【００３０】
　蓄電ラック５１は、図６（Ｂ）に示されるように、３本の支持脚部材４１～４３の上に
配置されるが、蓄電ラック５１は前面側の支持脚部材４２と、背面側から離れて蓄電ラッ
ク５１の前後方向の中央寄りの位置の支持脚部材４３とにねじ部材により締結されるよう
になっている。これにより、支持脚部材４２，４３を介して、蓄電ラック５１をコンテナ
１０の底壁１１の基盤面１１ａにねじ部材により固定する際には、作業者は手前側の支持
脚部材４２と背面よりも手前側つまり前後方向中央寄りの支持脚部材４３とにねじ止め作
業を行うことになり、奥側の支持脚部材４１に対するねじ止め作業が不要となる。これに
より、コンテナ１０の電源室１７に蓄電ラック５１を据え付ける際に、蓄電ラック５１の
前面側からのねじ止め作業により、蓄電ラック５１を底壁１１に固定することができる。
なお、主回路ユニット２４等の他の制御ユニットについても、同様に、支持脚部材に対し
て締結部材を用いて固定するようにしても良い。
【００３１】
　図６～図９は、図３に示された蓄電ユニット２２の蓄電ラック５１を示すが、他の蓄電
ユニット２１，２３も同様の構造となっている。ただし、蓄電ユニット２１の左右方向の
幅寸法は、他の蓄電ユニット２２，２３よりも短く設定されており、蓄電ユニット２１の
ファンケース６４内には１つの天井ファンが設けられている。
【００３２】
　上述のように、蓄電ラック５１内に設けられた蓄電パック５８からの発熱を外部に排出
するための排風機６０は、蓄電ラック５１の天板５４の上に設けられている。蓄電ラック
５１は据え付け壁面１３ａに押し当てて配置されるとともに、天壁１６とファンケース６
４との間に十分なスペースを確保することができないが、ファンケース６４の前面側から
天井ファン６８を着脱するようにしたので、天井ファン６８の着脱操作を容易に行うこと
ができる。しかも、ブレーカー７４はマウンティングプレート７５とともに蓄電ラック５
１の前面側から取り外しが可能であるので、前面配線型の蓄電ラック５１におけるブレー
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【００３３】
　このように、それぞれの蓄電ユニット２１～２３を構成する蓄電ラック５１は、天井フ
ァン６８，ブレーカー７４が蓄電ラック５１の前面においてメンテナンスするようにした
前面メンテナンス構造となっているので、その作業性を向上させることができる。しかも
、蓄電ユニット２１～２３は背面を電源室１７の据え付け壁面に押し当てて配置されるの
で、排風機６０を含めて蓄電ユニットを小型化することができ、それぞれの設置性を向上
させることができる。この設置性の向上により、蓄電ユニットを電源室１７の基盤面に締
結する据え付け作業も向上させることができる。
【００３４】
　それぞれの蓄電ユニット２１～２３を構成する蓄電ラック５１は、図１～図５に示され
るように、コンテナ１０に搭載されているが、蓄電ユニットはコンテナ１０に搭載するこ
となく、建築物の電源室に配置するようにしても良い。その場合にも、建築物の側壁の据
え付け壁面に押し当てるようにして蓄電ユニットは電源室に配置しても、天井ファン６８
とブレーカー７４のメンテナンスを容易に行うことができる。さらに、蓄電ユニットの基
盤面への固定作業や取り外し作業を容易に行うことができる。
【００３５】
　本発明は前記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々
変更可能である。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　この電力貯蔵装置は、建築物やコンテナ等の電源室に配置して、外部負荷に対して蓄電
デバイスから電力を供給するために使用される。蓄電デバイスには外部から電力を供給し
て充電することができる。
【要約】
　電力貯蔵装置は、リチウムイオン二次電池等の蓄電デバイスの蓄電パック５８を有して
おり、蓄電デバイスから外部の負荷に対して電力を供給するとともに外部からの電力によ
り蓄電デバイスに充電する。蓄電パック５８は、天板５４と底板５５と棚部材５７とを有
する蓄電ラック５１に収容される。蓄電ラック５１の上には、ファンケース６４が設けら
れている。ファンケース６４内には天井ファン６８が装着され、天井ファン６８をフィン
ケース６４に装着したり、ファンケース６４から取り外したりするときには、天井ファン
６８は蓄電ラック５１の上面前方から着脱される。
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